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社会福祉法人逗子市社会福祉協議会 ふくしのしんぶん 

さくら貝 
発行:令和５年６月１日 

№20９号 

※次号は８月１日発行 

社協 HP 

はこちら 

➜ 

この亀さんは逗子市社協のイ

メージキャラクターです。 

名前は何でしょうか？ 

以下の３つの中から選んでく

ださい。 

 
 

①ひかり 

②あゆむ 

③しずお 

 

答えは、裏面（下のあたり）

をチェック！

この数字は何でしょう？ 今月の数字 

 

４９１ 

 

社協の事業紹介 

 お互いさまサポーター 

 

お住まいの地域の中で、お互いさまの関係性づくりを目的と
して、日頃の見守り活動やちょっとしたお手伝い活動などをお
こなっている社協登録のボランティアです。主に自治会・町内
会を単位としたチームを組織して、「できる人ができる時にで
きることを」取り組んでいます。 
 

取組は、各地域の状況によって異なりますが、例えば以下の
ような活動を行っています。 

①見守り活動 
地域の見守りが必要な方に、日常的な声かけや、状況に応

じて訪問等の見守りをしています。 
②簡単な生活支援（ニーズ対応） 

  家の中のちょっとした困りごと、たとえば、電球の付け替
え・物の移動・草刈りなど日常生活の簡単なお手伝いをして
います。 

 ③生活情報の提供／専門職との連携 
  生活支援サービスや集いの場の情報等、必要情報を提供す

るとともに、必要に応じて民生委員・児童委員や専門的な支
援機関等を紹介します。 

 ④その他：地域交流（サロン等）の場づくり等。 
 

 まずは社協までご連絡ください。ご紹介します。お住まいの
地域にサポーターがいない、または、対応が難しい場合でも、
社協のネットワークを通して、ボランティアや他の機関をご案
内します。 
 

 福祉会館で登録手続きをしていただき、登録決定後、サポー
ター証をお渡しします。お住まいの地域によっては、サポータ
ーの集まる集会やサロンをご紹介させていただきます。 

お互いさまサポーター 

 
～事業にかかわる人たちの物語～ 

逗子３・４丁目地域のお互い
さまサポーターのチーム「お互
いさま逗子３・４」では、施設
入所にあたり、１人では片づけ
ることができない部屋の片づけ
をお手伝いしました。 
（2023 年 3 月） 

約 10 名のサポーターさんの
協力により、とても綺麗になり
ました。 

終了後、あるサポーターさん
は、「チームワークが良く、皆
で分担しながらスムーズに進め
ることができた。」と笑顔でお
話されていました。 

この取組について、社協職員
から、他の地域のサポーターチ
ームに共有したところ、「私た
ちのチームでも必要であればこ
のような取組ができる」という
声があり、逗子市での支え合い
の輪が広がっています。 

の１コマ 

 

正解は、逗子市内にいる 

「お互いさまサポーター」の 

人数です。（令和５年４月時点） 

↓正解はこちら 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント・講座・催し 

※諸般の事情により、中止または延期

することがあります。参加される際

はお問合せください。 

問合せ ☎873-8011 

 
おれんじカフェずし（認知症カフェ） 

       ＜予約制☎872-2480＞ 
日時：６月１６日(金)・７月２１日(金) 
   14 時～16 時 
場所：逗子４丁目個人宅 / 100 円 

対象：認知症の人とそのご家族、認知
症予防に関心のある方 

         
逗子家族会 

   ＜予約制☎872-2480＞ 
日時：６月９日(金)・７月１４日(金) 

14 時～16 時 
場所：逗子４丁目個人宅 / 100 円 
対象：認知症の人を介護している、 

していた家族 
 

さくら貝音声版 
ＱＲコード 

次回さくら貝（210 号）は令和５年８月１日発行です（隔月発行） 
広報誌さくら貝は、「逗子市役所高齢介護課前社協掲示板」「福祉会館」 

その他市内公共施設でも入手できます♪ 

「さくら貝」<音声版>は逗子市社会福祉協議会ホームページにも掲載しています。 

●逗子社協ご寄付の窓口「あゆむ銀行」

ご寄託誠にありがとうございます 
受領期間 3 月・4 月（順不同・敬称略） 

〇寄託金 6 件 327,500 円 

仲町橋食堂実行委員会、横須賀検察

審査協会、市川悟、匿名 3 件 

〇寄託品 2 件 

カーブス逗子、公益財団法人地球

環境戦略研究機関 
●社協の団体会員・団体賛助会員に

ご加入いただいた団体等の情報は

社協 HP に記載しております。 

 

家事や料理が好きな方へ！ 

「フレンドリーヘルパー」募集中！ 

高齢者や乳幼児宅での家事援助で

す。週１回１時間から OK！詳細は

フレンドリーヘルパー担当まで。

（☎873-3004） 

弁護士相談 ＜予約制＞ 
日時：6 月２3 日(金)・7 月 28 日(金)  

14～16 時 
場所：福祉会館 / 無料 
対象：日常生活に不安を持つ、障がいの

ある方やご高齢の方 
    

成年後見相談 ＜予約制＞ 
日時：6 月２8 日(水)・7 月 26 日(水) 

14～16 時 
場所：福祉会館 / 無料 
対象：成年後見制度について知りたい方 
 
中高生のみなさんの夏休み体験 
『サマースクールボランティア』 

市内の保育施設・高齢者施設・障がい
者施設などでのボランティア体験です。
＊詳細は、中学校・高校で配布されるチラ
シや【広報ずし】７月号、社協ホームペー
ジ等でご確認ください。 

 

正解は、「②あゆむ」です。逗子の福祉を、亀さんのように着実に一歩ずつ歩みを進めていく

という意味が込められています。これからもあゆむのように、地域福祉を推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご寄付誠にありがとうございました。 

 

↑右袖のロゴ 

 

社会福祉協議会（略称：社協）は、社会福祉法に基づき、各都道府県・市町村に設置されている民間組織
です。民間の地域福祉活動の推進を図ることを目的としております。 

逗子市社協は、昭和 26 年、約 50 名の地域の有志の方によって民間の福祉団体として設立されました。
その後、昭和 54 年には社会福祉法人となりました。設立から今日に至るまで、逗子市で、住民の皆様、法
人・団体の皆様にご参加・ご協力いただきながら、多様化・複雑化する福祉の需要に応えていくために、法
律では行き届かない、きめ細やかな福祉サービスを展開しています。 

お知らせ 

～ピックアップニュース～ 

逗子市社会福祉協議会とは？ 

 

社協会員になってみんなで応援！あなたの社協会費が、逗子の福祉を支えます！ 
社協会費は地域福祉を推進する貴重な財源となります。逗子の地域福祉増進のため、引き続きご協力賜り

たく、なにとぞよろしくお願いいたします。 
 

個人会員：年間 １口 500 円   団体・団体賛助会員：年間 １口 5,000 円 

会費の納入方法：郵便でのお振込や福祉会館などで受け付けています。 

※郵便振替口座番号：00280-7-60555 手数料は当方負担 

「国際ソロプチミスト逗子・葉山」の皆様から、同
団体の設立 30 周年を記念して寄付金をいただきまし
た。寄付金の一部から、本会スタッフジャンパーを作
製させていただきました。ありがとうございました。 

 


